2022年度
第14回中部本部修習技術者研究業績発表会・聴講参加者募集案内
　修習技術者、技術士補にとって研究業績発表は、自分の研究・業績を社会に公表する上で重要要件であり、また、優れた発表能力を身に付けることは、将来の自己研鑽上の重要な資質向上となります。2022年度の修習技術者研究業績発表会では、技術士補・修習技術者及び技術士が所属する企業の技術者、大学・高専の学生を対象に募集を行い、以下７編の発表会を行います。
技術士を目指している若い発表者を叱咤激励するためにぜひともご参加頂きたいと思います。

皆様への案内が直前になってしまい申し訳ありませんが、何卒ご参加ください。

よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　修習技術者支援委員長　牧野敏行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
日時：2023年2月18日（土）13：00～17：00（受付12：30～）
発表場所：日本技術士会中部本部(一部委員のみ)、発表者は各大学・高専・各社からＷｅｂ

　　　　　聴講参加者は全てＷｅｂ参加のみとします。
　　主催：（公益社団法人）日本技術士会中部本部　修習技術者支援委員会　
　　参加費：無料（発表者、聴講者とも）完全Ｗｅｂ開催の為、交流会等は予定していません。

　　ＣＰＤ：日本技術士会のＣＰＤ3.0を予定しています。
　発表者と論文タイトル等は以下です。

(1) 小川恭平 氏（岐阜工業高等専門学校）
　    「岐阜県における野生生物調査システムの社会的展開」

(2) 小林千景 氏（豊田工業高等専門学校）
　    「生活道路における自動車走行速度への影響要因分析」

(3) 畑林勇輝 氏（中日本建設コンサルタント（株））

　    「下水道整備がベトナムの都市環境に与える影響評価」

(4) 山﨑魁斗 氏（中部大学）

　    「ブロック積み擁壁の地震挙動と示力線方程式の比較」

(5) 刑部俊輔 氏（中部大学）

　    「地盤改良における気泡混入したセメント改良材の強度に関する研究」

(6) 安達佳祐 氏（静岡理工科大学）

　    「自動車走行時振動が乗員の生理学的反応に与える影響」

(7) 安部水葉 氏（日本工営都市空間（株））

　「クロベンケイガニRNA-seqによるリグニン分解系酵素の発現解析」
□　申し込み方法：中部本部事務局まで直接FAX　またはE-mailにて申し込みください。

聴講参加申込期限：2023年2月16日17時まで

　　（Zoom招待メール配信の都合で、役員・委員の方も必ず参加申込みしてください）

　日本技術士会中部本部： tel　052-571-7801、 fax 052-533-1305

申込先：　g-chubu@asahi-net.email.ne.jp
　申込時は所属、氏名、メールアドレスなどをお知らせ下さい。
○問い合わせ先：  t1785@n-koei.co.jp（牧野）まで。　　　　　　　　　以上。
